
現収度でも数%程度であり,本条件では,ほぼ1

つの群れから採光した個体であること等を考慮し

蚊体数を増やして検討することが必要である｡ま

た.サルで見られた代謝反応の性益について,さ

らに映討して行く予定である｡

ニホンザル肝膜結合型酸性プロテアーゼとカテプ

シンDの比較

森山 昭彦 (名古屋市大)

昨年度の研究により,ニホンザル肝膜画分に存

在する酸性プロテアーゼがカテプシンI)に塀似し

た辞累であることが明らかになった｡研究では同

酵素がカテプシンI)であることを示し,カテプシ

ンDの膜への親和性の生理的意義について考察し

た｡

ニホンザル肝ホモジネート膜画分のトリトンⅩ

-100可溶化画分より,DEAE一七ファセル,ブ

チルトヨパール等を併用したクロマトグラフィー

により酸性プロテアーゼを精製した｡可溶性画分

からも全く同じ方法を用いてカテプシンDを精製

することができた｡両酵素とも電気泳動度,分子

茄およびアミノ酸組成において区別できず,同一

タンパク質と結論した｡

次に,肝よりクロロホルムーメタノール抽出法

により脂質を精製しカテプシンDに与える影響を

調べた｡変性-モグロビンを基質とした時,反応

液中にリン脂質を共存させると分解活性は増大し

た｡この活性化は低pH域ほど銃著であった｡ま

た酵素と脂質を混合後,遠心により脂質を分離し

酵素の分布を調べたところ,上帝中に92-99%の

活性が回収された｡酵素の一部が脂質に結合した

と考えられたが,脂質画分においても90-104%の

活性が検出され,脂質に結合した酵素が強く活性

化されたためと考えられる｡

他方,膜画分からは経時的に膜酵素であるアミ

ノペプチダーゼMの遊離してくることが兄い出さ

れた｡阻雪実験等の結果,この遊離はカテプシン

Dによることが明らかになった｡

これらの結晃は,エンドサイトーシス後に形成

される二次リソゾームにおいて,カテプシンDが

掛 こ存在するタンパク質の分鰍 こ関与しているこ

とを示唆している｡

B.自 由 研 究

野生豆長頬のディスクレパンシーに関する研究

近藤信太朗 (岡山大 ･歯)

近年,ディスクレパンシー (歯と顎骨の不調

和)による不正校合が問題になっている｡この現

象は人類文化の発達と進化の矛盾を背泉として生

じた一種の文明病と考えられている (井上ら,19

86)｡瀬戸口(1987)はディスクレバソシーが飼育

環境下に置かれたことのない野生サル掛 こみられ

ることを報告している｡昨年度は野生サル塀の校

合では犬歯が重要との観点から性益を検討した｡

本年度は犬歯に関連する形態 (CIP'コンプレッ

クス)に若目してディスクパンシーの解析を試み

た｡材料はオ1)-ブコロブス (Cv),アカコロブ

ス (Cb),キングコロブス (Cp)のメス各25頭の

骨格標本である｡歯列と攻合状態を祝祭し,歯列

長径 ･幅径,歯冠近遠心径を計測した｡

1)吹合状怨

コロブス塀では切歯部の校合は下顎前突または

切端校合である｡しかし,犬歯より後方での校合

は近遠心的に正常である｡

2)歯の位思異常

前歯部の石生や上顎小臼歯の歯列弓狭窄,ある

いは上 ･下額小臼歯の捻転が認められた｡これら

は出現様式からディスクレパンシー型の歯の位置

異常と考えられる｡

3)歯列弓の形態

Cvは幅が広く,Cbは細長く,Cpは両者の中間

的形態である｡Cbは歯列に対して歯が大きく,歯

の捻転が強い｡Cvは上顎大臼歯部での歯列の湾

曲が強い｡

4)C-P,コンプレックスの種問昌

歯間空隙 :上顎の霊長空掛 ま祝祭した全個体に

みられるが､下顎の霊長空掛 まみられる個体が少

ない｡Cpは歯間空隙の出現部位が多く,しかも大

きい｡

P,の位旺 :CbはP3が煩側に突出しており,Cp

はP3の捻転の皮合が小さい｡

5)ディスクレパンシーの種間差の総括

Cpでは歯を配列するのに充分な歯間空隙が歯

列に用意されている｡Cvでは白歯部の歯列長を

短くし,白歯部の歯列湾曲を強くして,校合の安
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定をはかっている｡Cbでは歯の捻転を起こして

空隙不足を補っている｡

隣接群を持つ群れにおけるニホンザルワカオスの

社会交渉

松村秀一 (京大 ･霊長研)

嵐山E群 (123頭)F群 (137頭)は,ほぼ一日

中同じェサ場を利用している｡主としてE群のワ

カオスを個体追跡し,隣接群個体との相互交渉お

よび隣接群への移籍の調査を行った｡

E群の3才以上の全てのオス28頭のうち,ふだ

んメスと空間的に近接しているのは7頭に過ぎ

ず,他はいわゆるオスグループをつくり,エサ場

から少しはなれたところを遊動していた｡同じよ

うなところを遊動しているにもかかわらず､E群

とF群のオスグルーブどうLが近 くにいることは

少なかった｡

3･4才の未移籍のオスは,ときおり隣接群の

オスグルーブに接近し,親和的交渉を持つことが

あった｡5才以降の未移籍のオスは,隣接群のオ

スと親和的交渉を持たないが,移籍直前になる

と,隣接群のオスグルーブに接近し,様々なオス

とグルーミングをおこなった｡一方,隣接群に移

入した後のオスが,元の群れのオスグルーブに接

近することはなかった｡

逆に,未移籍のオスが隣接群のメスと親和的交

渉を持つことはほとんどなかった｡一方.隣接群

に移入した後のオスと､もとの群れのメスとのグ

ルーミング･交尾はしばしば観察された｡

連日調査中に5才オス1頭がE群からF群に移

籍した｡両群のオスと親和的交渉を持つ期間を1

週間あまり持った後に,新しい群れに遊動を国定

した｡それ以降は,もとの群れのオスグループを

避けるか,あるいは敵対的にふるまった｡新しい

群れでは,2才年上のアこやオスグループの上位

のオスとグルーミングを頻繁に行った｡オスグ

ルーブの下位のオスからは,しばしば攻撃を受け

た｡加入したオスの順位は,オスグループの最下

位になった｡

5才前後の若いオスの移籍の際には,｢所属す

る群れの変更｣が,ワカオスとの社会交渉の面か

らはっきりと見られることがわかった｡

霊長薫別こおける尿酸酸化酵素 (ウリカーゼ)の発

現機構に関する研究

伊藤正樹 ･小川久光 ･中村正道 ･高木康敬

(藤田学園保健衛生大学 ･医学部)

尿酸酸化酵素 (ウ1)カーゼ)は多くの噛乳塀で

発現しているが,ヒト及び新世界のサルでは発現

していない｡ウリカーゼ遺伝子発現調節の進化的

分岐点は霊長頬にあると思われる｡このように,

遺伝子不活性化の機構を研究する上で,霊長規の

ウ1)カーゼ遺伝子は適当なシステムである｡我々

は,旧世界に属するアカゲザルたん肝ウリカーゼ

に注目して,そのcDNAを分離するために酵素を

精製し抗体の作製を試みたので.その結果を報告

する｡cDNA分離のためには,抗体が必要となる

ことが多く,そのために大量の酵素が用意されな

ければならない｡現在までに,ショ糖密度勾配法

による精製法が報告されているが.それでは放血

な酵素しか分離されず,我々の研究目的のために

は,新しい方法を開発する必要があった｡ラット

肝ウ1)カーゼの精製の経験に基づき.アカゲザル

肝よりベルオキシゾーム画分を分離した後に,チ

オキシコール酸ナトリウムで膜を可溶化し,コア

画分を得た｡酵素活性のあるこの画分を0.1Mホ

ウ酸緩衝液 (PHIO)で処理すると,ウリカーゼ以

外のタンパク質が可溶化されてきた｡次に0.1M

炭酸緩衝液 (PHll)で処理すると,酵素活性の大

部分が可溶性画分に回収された｡この申分は電気

泳動的に,分子畳33kdの均一なタンパクバンド

を示し,この操作で酵素はほとんど単一なタンパ

ク質として精製された｡このようにして得たアカ

ゲザル肝ウリカーゼの部分的なアミノ酸配列をエ

ドマン分解法で決定したところ,ラット肝ウリ

カーゼと同様Ⅳ端は修飾されており,アミノ酸配

列もラットのものと非常によく似ていた｡このこ

とから噛乳杭のウ1)カーゼタl/バク質問でホモロ

ジーの高いことが推察された｡明らかになったア

ミノ酸配列からほ,適当な合成オリゴプローブは

作成できず,cDNA分離のためには,抗体を作製

することが必要となった｡そこで 200FLgの捕製

酵素をウサギに一週間おきに5回注射し,血清を

得た｡その血清は2000倍希釈してもng単位の酵素

タンパク質を認識し,高力価の抗血清であった｡

この血清からウ1)カーゼ結合セフアローズを用い

て,抗アカゲザル肝ウリカーゼIgGを精製した｡
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